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会社概要

4,810名（連結） 3,187名（単独） (2006年3月末現在)従 業 員 数
2, 361億円（連結） 2,177億円(単独） (2006年3月期）売 上 高

東京都品川区東五反田２－１７－１所 在 地

1951年12月創 立

Nippon COMSYS Corporation（ 英 字 名 ）

311億円資 本 金

代表取締役社長 島田 博文代 表 者

日本コムシス株式会社商 号

全国１９支店、３７営業所支店 ・営業所

ワンストップソリューションプロバイダとして、
情報通信工事事業、電気設備工事事業及び
情報処理関連事業等

事 業 内 容

■電気通信設備事業
■電気設備事業
■土木関連事業
■建築・不動産関連事業
■情報関連事業
■ｴｺｼｽﾃﾑ事業

日本ｺﾑｼｽは通信建設会社として、
毎日全国で１０００～１５００箇所で工事を行っています
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導入前の問題点

①フリーアドレスオフィスの効率活用
②1、000名の社員間のﾘｱﾙﾀｲﾑｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの実現化
③モバイルオフィスワークスタイルの確立

ITビジネス事業本部約1,000名の社員は“複数のビル”
の“複数フロア”に分割して入居しており、相互の情報
共有が円滑かつタイムリーに出来なかった。

社内での情報共有と共に
社外のﾒﾝﾊﾞｰとの情報共有が必要

モバイルシステム導入により、目指した姿
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現場

1.モバイルオフィスワークスタイル概要

予定参照
行動報告

IC携帯でも
ｵﾌｨｽ入退出

無線LAN
内線電話

カメラでバーチャルオフィス

ビジョンの共有
施策の徹底

ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

comsip

①フリーアドレスオフィスの効率活用

②1、000名の社員間の
ﾘｱﾙﾀｲﾑｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの実現化

③モバイルオフィスワークスタイルの確立

本社

現場

支店
支店

支店

現場

社内の見える化／社外の見える化
報告の迅速化(ﾘｱﾙﾀｲﾑ報告）

携帯の活用、知の共有、コミュニケーションの活性

プレゼンス共有

現場からリアルタイムレポート

社内

社外 現場
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2.FOMA/無線LAN携帯を活用しどこからでも・・

ＩＴビジネス事業本部の1,000人の社員はすべてFOMA/無線ＬＡＮ携帯を所有。

1. 電話として利用
（内線／外線）

2. 業務端末として活用

・社内掲示板（社内／社外でも活用し移動時間活用）
・社内電話帳（社内／社外から検索）
・社員のプレゼンス（状態表示、外出、在席、電話中を表示）

社内掲示板社内電話帳 社内イントラ
社内 社外

FOMA／
無線LAN

通信費削減

携帯で社外でも、即座
に報告・参照出来る自分のデスクから離れても、

携帯でイントラに接続
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3.ビジュアル報告書（ｶﾞｯﾃﾝ君）で最適な指示を・・

・携帯電話のシャッター押下で自動的
に写真を転送出来、ビジュアル報告
が容易になった。

作業現場

ｶｼｬ！

ｾﾝﾀｰ等
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ
《年月日時刻の自動表示》

安全確認、進捗確認
内容確認、内容相談
などが可能

自動転送

社内工事検査用として利用し
工事業務の効率化を図っている。

・現場から楽々、ﾘｱﾙﾀｲﾑ報告OK
・画像で的確な指示が出来るようになった
・ビジュアル報告は画像でわかりやすい

今までは帰社してから報告！が
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4.Felica入退室システム（Oruca）で人にアクセスが早い

・入室者の把握が顔写真で一目でわかる。
入室者の顔写真をクリックするだけでワンタッチで携帯電話に電話。

入室者の顔写真が一覧表示

FeliCa対応携帯電話
やＩＣカードでも入室OK

顔写真をタッチ

すると電話が掛かる

FOMA/無線LAN携帯電話

名前と顔が一致 （ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ化でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ促進）

人探し時間の軽減
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5. 1000人ミーティングでダイレクトコミュニケーション

・弊社で販売しているSIP電話ｼｽﾃﾑ（comsip）の電話会議機能を活用し、全国２０ｹ所
の大型ディスプレイ＆スピーカーをネットワ－ク接続し、大型ディスプレイにパソコン
資料を映し出し、1,000人の社員にリアルタイムで同時に連絡報告周知をしています。

≪日本ｺﾑｼｽでは、週間３回朝、２０箇所１０００人対象に一斉連絡を実施しています！≫

こんな仕組みです！！
・発表者の携帯電話機で話した音声が全国に一斉放送されます（通信料無料の内線で可能）
・説明用資料のページ送りも携帯電話機をリモコンとして操作出来ます

トップの狙い、背景、思いは組織的に段階的に伝えられていくうちに、
要約され減衰し充分に伝わらないことが多くある

（場合によっては、変形してしまい逆の内容になってしまうことも多々ある）

トップの思いを
ダイレクトに社員に
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導入後の効果

1. コスト削減：
3,000人想定の場合、毎月の削減効果は、3,000万（試算）

2. 業務効率化：
フリーアドレス方式のオフィスコミュニケーションが活発に。
ＦＯＭＡ利用により社員間・情報のコミュニケーションが円滑に。
（携帯画面から：内線検索⇒comsip連動によるワンタッチ通話／社員の行
動予定把握／メール確認機能等が簡単操作）

3. その他：
日本初：
comsip連動により複数拠点の1,000名に同時に情報を伝える
ことの出来る “1,000人ミーティング”は、ビジョン共有・施策の
徹底の大きな効果をもたらしている。
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モバイルワークスタイル
コーディネートは

日本コムシスにお任せください

日本コムシス株式会社

ITビジネス事業本部

お客様デスク

０１２０－２７９－５６４
（つなぐコムシス）

http://www.comsys.co.jp

ネットワーク建設 × IT技術


